
                     

 

 

 

 

 

 

                     学校長 水野 正人 

早いもので、今年も師走を迎えました。校庭の木々が地面を覆うように葉を落とす中、
その上をサクサクと音を立てて楽しそうに歩く子どもたちの姿に、季節の移り変わりを感

じます。 
さて、少し先の話になりますが、１月８日（木）から１９日（月）にかけて、相模原市

緑区在住のパラリンアーティストである大橋美沙さんの絵画作品が『移動式 MISA 美術
館』として、本校の第２多目的室に展示されることになりました。 
大橋美沙さんは、療育を経験しながら大学１年生の時に ASDと軽度知的障害の診断を受

けられました。現在は、パラリンアーティストとして創作活動を行うとともに、絵画教室
の教師としても活躍されています。 
１０月の講話では、美沙さんが高校生の時にかかれた絵本『かなわね』を子どもたちに

朗読しました。この絵本には、「いくら頑張ってもみんなと同じようにできない」「人間
関係など難しいことがたくさんある」といった、美沙さん自身の様々な経験が主人公「か
なちゃん」の姿を通して込められています。 

朗読後、子どもたちに感想を付箋に書いてほしいと伝えたところ、大勢の子どもたちが
それに応えてくれ、用意した模造紙が足りず、最終的にはなんと模造紙３枚分もの感想が
集まりました。これらの素敵な感想は、今も私の宝物として校長室に掲示しています。子
どもたちの中に、「多様性を認め共感する心」が育っていることを強く感じました。感想
の一部を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
『MISA 美術館』の開催中は、会場の近くにこれらの付箋も掲示しますので、ぜひ保護者

の皆様も併せて御覧になってください。また、期間中に、保護者の皆様を対象とした「子
どもの未来を語る集いパート III」（これまで２回実施）を企画しました。「子どもの幸
せのために大人がすべきこと」について、一緒に考える機会としたいと思っております。
詳細につきましては後日改めてご案内いたしますが、ぜ
ひご参加ください。 
１２月は、この１年の学びをしっかりと振り返り、着

実に定着させる大切な月です。子どもたちが新たな気持
ちで１月を迎えられるよう、職員一同、指導に当たって
まいります。保護者の皆様におかれましても、ご家族皆
様で温かい年末年始をお過ごしください。 

 

移動式 MISA 美術館がやってくる！ 
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「かなわね」の物語を読んで、人にはいろいろ個
性があるんだなと思いました。これからは、人の
個性を受け入れるようにしていきたいです。 

かなわねのお母さんが、絵もうまい、努力もして
るってかなに言ってるから、お母さんも気持ちが
わかるんだなぁと思った。 

自分は、かなわねを聞いて、どんな人でもばかにし
ちゃいけないなと思いました。理由は、笑われたか
なはとても悲しそうだったからです。そしてより良
い学校のためにもそれが必要だと思います。 

おおはしさんにあってみたいです。３がっきにえが
くるのたのしみです。 

子どもの未来を考える集い 
子どもの幸せのために大人がす
べきことについて、校長を交え
て話しませんか？ 
◆日時 
令和８年１月１５日（木） 
１１時～１２時（１時間程度） 

◆場所 
第１多目的室 


